[image: image1.emf]各テキストボックスをきち

んとレイアウトするのは、

[図形の調整(R)]→ [配置/

整列(A)]で行います。よく

使うコマンドについては、

あらかじめ図形描画ツール

バーにカスタマイズしてお

くと便利です。

Excel の中にある図形描画機能を活用して作成した

マルチメディアボードの完成画面です。

テキストボックスの横幅を狭めて

必要な分だけコピーを作る。

画面の左端に整列して配置

完成したシート画面に

ファイルに名前をつけて

保存すれば、別のデータ

を作成するときにまた利

用できます。

［図形の整理(Ｒ)］

＜簡単なコピー方法＞

コピーしたいテキストボッ

クスを選択して、[Ctrl]＋

[C]を押します。そのあとで

[Ctrl]を押しながらコピー

したい枚数だけ[V]を押すと

右の図のようになります。


マルチメディアボードの概要／マルチメディアボードの作成方法／
通常画面への戻し方
１　マルチメディアボードの概要[image: image2.emf]
Excelは一般的に表計算ソフトとして幅広く利用されていますが、汎用性の高い図形描画機能も備えています。その機能を使うことによって、従来の表計算用の画面を黒板のような画面にカスタマイズし、そこに様々な素材を入力したり取り込んだりすることで、マルチメディアボートとして活用することができます。
＜通常のExcel 画面＞
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[image: image4.emf]
＜マルチメディアボード化したExcel 画面＞

[image: image5.emf]
２　マルチメディアボードの作成方法

[image: image6.emf]アイコンの表示方法については＜

AF_01 Excel のカスタマイズ＞を

参考にしてください。

[表示(V)] をクリック

全画面表示をクリック

[全画面表示(U)] を選択

[ツール(Ｔ)] をクリック

[オプション(O)] を選択

メニューバーををドラッグし

て下へ移動

タスクバーをドラッグして隠す

図形描画ツールバーに自分がよく使用

するアイコンを表示させておく

[表示(V)] をクリック

[ツールバー(Ｔ)] を選択

[図形描画] をチェック

[ＯＫ] をクリック

[数式バー]、[ツール

バー]、[行列番号] の

チェックを外す

[表示] をクリック


[image: image7.emf]ドラッグ･ドロップ

[OK] をクリック

指定範囲線上で右クリック

[テキストボックス] をクリック

[テキストボックスの書

式設定(O)] を選択

[フォント]、[配置]、[色と線]

を設定する

[セルの書式設定

(F)] を選択

[パターン] を選択

好みの色を選択

[OK] をクリック

キーボードの[Ctrl]+[A]

で全画面を指定し、画面

上で右クリック


[image: image8.emf][image: image9.emf][表示(V)] をクリック

[全画面表示(U)] を選択

画面の下をドラッグして

タスクバーを表示

[ツール(Ｔ)] をクリック

[オプション(O)] を選択

Excelの初期画面構成に戻りました。

画面の背景は、シートごとに［セルの書式設

定(F)］で設定しますから、そのままにしてお

いても問題ありません。新規作成時には通常

の画面になります。

[表示] をクリック

[行列番号] をチェック

[OK] をクリック


３　通常画面への戻し方


















































